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対象製品

この内容は2024年11月現在のものです。仕様は改良のため予告なく変更することがあります。
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施工およびご使用される前に必ず最後までお読みください
この度は、カネソウ製品をご使用いただき、誠にありがとうございます。
ご使用になる前に必ずこの「施工要領・取扱説明書」をご一読いただきますようお願いいたします。
間違った施工・取扱を行いますと、製品の損傷や使用上の不具合、けがなどの事故につながる可能性があります
のでご注意ください。
なお、施工終了後は本書を御施主様あるいは建物管理者様へ、必ずお渡しいただくようお願いいたします。
本書は、いつでも見られる場所に必ず保管していただくようお願いいたします。

製品符号：YT-A

後付型　転落防止安全梯子

カネソウフロアーハッチ

施工要領・取扱説明書
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フロアーハッチ受枠 位置合わせ

40

ド
リ
ル
径

φ
10
.5

注意書きプレート

施工要領

1 床点検口の開口部に受け金具を仮合わせし、
アンカー穴位置（4ヶ所）をケガキます。
この時、フロアーハッチの受枠下面と受け金具
の上面の位置を合わせてください。

2 ケガキに合わせてドリルでアンカー用下穴
（φ10.5mm・深さ40mm）をあけます。
穴加工後、削り屑等を取り出し穴の中をきれい
にします。

3 受け金具を下穴位置に合わせ、下穴に付属の
あと施工アンカー（M10×60・ねじ長さ25mm）
を入れハンマーで打ち込み、ナットを締め付け
て受け金具をしっかり固定します。

4 付属の六角ボルト（M12×80）とキャップ付戻
り止めナット（M12）で、受け金具に梯子を組み
付けます。

5 梯子を床点検口内に収納し、施工完了です。
フロアーハッチの蓋が梯子に接触しないか確
認してください。

＜注意書きプレートの記載内容＞

梯子を収納する際は、フロアレベルと水平になるよ
う、受け金具側に押し込んでください。
梯子を引き出した状態で手を放すと、垂れ下がった状
態になります。

フロアーハッチ（点検口蓋）の裏面に補強材等が突出して
いる場合は、梯子の取付位置を調整してください。

梯子の収納について
梯子は水平にして、正しく収納してください。

押し込む
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フロアーハッチ受枠
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受枠高さ

踏みざん

床開口

あと施工アンカー
4ヶ所

受け金具梯子

※スラブ厚さはフロアーハッチの受枠高さ+135mm以上必要です。

40

40
ＡＡ

梯子

注意書きプレート

ロックボルト保管用孔

梯子・受け金具連結用ボルト
六角ボルト M12×80（SUS）
キャップ付Uナット M12（SUS）

梯子固定用ロックボルト
六角ボルト M12×80（SUS）
蝶ナット2種 M12（SUS）
※梯子昇降時に安全確保するためのロック部品です。
　詳細は取扱説明（4ページ）をご覧ください。

受け金具

▽F.L.

▼床開口

参考納まり図

（平面）

（A－A断面）

梯子収納時、ロックボルトは紛失防止のため、
梯子に取り付けて保管してください。
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ストッパー

受け金具

ロックボルト

連結ボルト可動溝

ロック用孔
連結ボルト

連結ボルト

蝶ナット

ロックボルト
保管用孔

ロックボルト
・SUS 六角ボルト
・SUS 蝶ナット

取扱説明

1 梯子固定用のロックボルトを保管用孔から取
り外します。
収納状態の梯子を手前に引き出し、持ち上げ
るように90°回転させ、起こします。

4 ロックボルトに蝶ナットをねじ込み、使用可能
状態となります。
※ロックボルトと蝶ナットは梯子の左右2ヶ所
　に取り付けてください。

使用後は逆の手順で収納してください。

使用時は、ロックボルト、
蝶ナットに緩みがないか
をご確認ください。

2 梯子のストッパーを受け金具の溝にはめ込
み、梯子を立てた状態にします。

ロックボルトを差し込んだ状態3 梯子を立てた状態で、ロックボルトをロック用孔
に差し込みます。

使用時の状態

①引き出す

②持ち上げる


